国語科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修グループ　Ａ　　　　　　　
世羅町立甲山中学校　渡邉　昌宏
呉市立倉橋中学校　面谷乃里枝
広島県立三次中学校　松本　聡志



１　日　時　令和７年11月11日（火）第３校時

２　学　年　第１学年Ａ組　男子10名　女子11名　計21名

３　単元名　物語の魅力を語ろう　「竹取物語」

４　単元について
（１）単元観
本単元は、中学校学習指導要領（平成29年告示）国語第１学年の〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ読むこと（１）ウ「目的に応じて必要な情報に着目して要約したり、場面と場面、場面と描写などを結び付けたりして、内容を解釈すること。」を受けて設定している。この資質・能力の育成には、複数の場面を相互に結び付けたり、各場面と登場人物の心情や行動、情景等の描写とを結び付けたりすることによって、場面や描写に新たな意味付けを行うことが重要である。
この資質・能力を育成するにあたり、主たる教材となる「竹取物語」の価値は次のとおりである。一つ目は、様々な登場人物を通して、人間の愚かさや優しさなど、理屈では割り切れない人間の心（【登場人物の心情】）が描かれていることである。冒頭部分では、翁や媼のかぐや姫に対する「親から子に対する愛情」が描かれ、「五人の貴公子」では、求婚者たちによる人間の欲や個性豊かな登場人物が描かれる。そして「かぐや姫の昇天」では、翁と媼と帝とかぐや姫のそれぞれの愛情が描かれる。生徒は、それぞれの場面や描写を繋ぎながら解釈することで、自分たちと登場人物を照らし合わせて、人間の心の切なさや美しさに共感して、自分なりの考えをもつことができるであろう。
二つ目は、「竹取物語」には、現存する日本最古のSF作品という【設定】の魅力があることである。竹から登場し、三か月で成長するかぐや姫や求婚者に求められる難題の宝物、天上の世界からかぐや姫を連れ帰ろうと登場する天人【設定（登場人物）】など、引き込まれる設定の数々が散りばめられており、テクストを何度も読むことで新しい発見があることが読者を惹きつける要素となっている。
以上のことから、【登場人物の心情】や物語の【設定（登場人物）】の観点で場面と描写等を結び付けて読むことでねらいを達成することができると考える。

（２）生徒観
本学級の生徒は、教科書中の「移り行く浦島太郎の物語」と「伊曽保物語」の学習を通して、古典の世界に触れ、朗読するなどして古典の世界に親しんできた。そして、多くの生徒が、文章量のある古典作品に触れるのは本単元が初めてである。そのため、歴史的仮名遣いの読み方や古語の意味をすぐに理解できない生徒が多いと考えられる。また、10月に行った定期テストで、「根拠を明確にした考えの記述」の正答率は61％（13人）であり、誤答分析によると、自分の考えは書いているが根拠が不十分なものが19％（４人）、根拠が書けていないものが10％（２人）で無回答が10％（２人）あった。省略

これらから、本単元における生徒の課題は次の二点が考えられる。一つ目は、古文の読みや語句の理解に困難を感じて、古典学習に苦手意識を持つ生徒が多く、意欲的に学習に参加しにくい実態があること、二つ目は、自分の考えを書く際に適切な情報を選んで、根拠をまとめることができない生徒が39％いることである。

（３）指導観
指導に当たっては、一つ目の課題である「古典学習に苦手意識」をもった生徒が、抵抗なく音読できるようペアやグループを活用した音読指導を丁寧に行い、古典のリズムの良さを味わわせたい。また、全ての生徒が主体的に学習課題に取り組んでいけるように、「物語の魅力を伝えよう」という単元を貫く言語活動を設定する。「竹取物語」等を読んで、「物語」の魅力について思ったことを表現し、「魅力紹介カード」にまとめるというものである。このような明確なゴールを生徒と共有することで必要感をもって文章を読み、主体的に学習を進めていくことができると考えた。更には、発達段階等を踏まえ、登場人物の心情などが想像できるようにするために、ワークシートの工夫や「21世紀版・少年少女古典文学館　竹取物語」（講談社）を用いた読解の補助、映像メディアを活用する。
二つ目の課題である「根拠を明確にして自分の意見をもつことができない」生徒のために、本時では、三角ロジックを用いて、「主張＝解釈」と「根拠」と「理由」を明確にさせ、魅力を書かせる課題に取り組ませる。その際、三つのつながりの妥当性について吟味させるために、「比較」、「関係付け」、「推論」を活用する学習活動を位置付けるとともに、まず個人で考え、ペア学習、グループ学習を設定し、既習の学習内容を思い起こしたり、体験と結び付けたりしながら、自分の考えを広げたり深めたさせ、一人一人が自分の意見をもてる授業を目指したい。
更に、本単元の導入として並行読書を行い、「竹取物語」と併せて、レベル別に設定した物語を読む活動を取り入れる。「竹取物語」で学んだ魅力を捉える観点や読み方を活用・発揮して他の物語の魅力を書く活動を行い、資質・能力の育成を図る。

５　単元の目標
○　音読に必要な文語のきまりを知り、古文を音読し、古典特有のリズムを通して、古典の世界に親しむことができる。
　〔知識及び技能〕（３）ア
○　場面と場面、場面と描写などを結び付けて、内容を解釈することができる。
〔思考力、判断力、表現力等〕読むこと（１）ウ
○　言葉がもつ価値に気付くとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔学びに向かう力、人間性等〕

６　単元の評価規準
	「竹取物語」と並行読書の本を通して、物語の魅力をまとめる【言語活動例　ア】

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・音読に必要な文語のきまりを知り、古文を音読し、古典特有のリズムを通して、古典の世界に親しんでいる。
　　　　　　　　　　（３）ア
	・「読むこと」において、場面と場面、場面と描写などを結び付けて、内容を解釈している。
Ｃ（１）ウ
	・文章を読んで、粘り強く目的に応じて、場面と場面、場面と描写などを結び付けて、内容を解釈し、学習課題に沿って、作品の魅力をまとめようとしている。



<評価の具体及び手立て>
	
	評価規準【「おおむね満足できる」状況（Ｂ）】
	「努力を要する」状況（Ｃ）と判断した生徒への指導の手立て

	思考・判断・表現
	「読むこと」において、場面と場面、
	「竹取物語」
ワークシート
観点【登場人物の心情】

　「竹取物語」では、「かぐや姫の美しさを聞きつけて、多くの男性が結婚を申し込んで」くる。その中でも五人の貴公子たちがしつこく求婚してきた。そのため、最初は、かぐや姫は五人の貴公子に対して嫌悪感をもっており、五人の貴公子に無理難題を与えたのではないかと思っていた。
[bookmark: _Hlk224370656]　しかし、作品を読み進めていくと、かぐや姫の「私は月の都の者です。八月十五日の晩に迎えが来て、月に帰らなければなりません。」というセリフから、かぐや姫が、五人の貴公子や帝の求婚を受けないことは、かぐや姫の力では、どうしようもない理由があったことが分かった。また、かぐや姫は、天人に対して「もの知らぬこと、なのたまひそ。（ものをわきまえないことをおっしゃらない
	・三角ロジックを使った書き方の例を示す。

・既習のワークシートを見直すよう促す。

・個別に支援を行い、読み取った内容をアウトプットさせながら整理させる。




	
	場面と描写などを結び付けて、内容を解釈している。
	[bookmark: _Hlk224370769]でください。）」と言ったあと「あわてぬさまなり。（冷静な様子である。）」と表現されており、別れの時に、今までお世話になった人に対してお礼を伝えたいというかぐや姫の優しさが読み取れる。以上の場面から、かぐや姫が五人の貴公子に無理難題を出したのは、自分は月の世界の住人であり、結婚することはできないから、求婚を諦めてほしいという思いがあったのではないかと考えた。
　このように考えると、「竹取物語」の魅力は、かぐや姫の背景を読み取ることで、かぐや姫の深い心情が読み取れることだと考える。
	Ｔ「印象に残ったところは？」
Ｔ「それはなぜ？」






・事前に読み取った内容を生徒間で共有する。

	
	
	並行読書（「ごんぎつね」）
ワークシート
観点【登場人物の心情】

兵十のおっかさんが亡くなって、ごんは、兵十がひとりぼっちになってかわいそうだと思った。また、ごんはいたずらをしたことを後悔した。そこで、兵十のためにいたずらの償いの気持ちを込めて、くりや松たけなどを届けてあげた。でも、ごんは、兵十にうなぎを盗んだ悪いきつねだと思われて銃で撃たれた。このような場面と「青いけむりが、まだ、つつ口から細く出ていました。」という描写を結び付けると、ごんはひとりぼっちの兵十のことを思って食べ物を届けたのに、報われず悲しい気持ちなのだと思った。
　しかし、再度本作品を読んでいろいろな場面をつなげてみると考えが変わった。加助が兵十に「神様があわれに思っていろんなものをめぐんでくださった。神様にお礼を言うがいい」と助言をしている場面や、それを聞いたごんの「こいつはつまらない」、「神様にお礼をいうんじゃあ、引き合わない」という言葉から、兵十に自分の行いを気付いてほしいと思いがあったのではないかと思った。だから、兵十に「ごん、おまえだったのか。いつも、くりをくれたのは。」と言われて、ごんが「ぐったりと目をつぶったまま、うなずいた」時、ごんは兵十にこれまでの行いを理解してもらえて良かったと思ったのではないかと考えた。これらのことから、最後の一文は、自分の行いを分かってもらえたけれど、撃たれたことでこの関係が終わるかもしれないという悲しい気持ちを表していると思った。
　このように、場面と場面をつなげて読むことで、読者が主人公の目線で物語を読み進めることができ、登場人物の深い心情を理解できる点が、この作品のもつ魅力だと考える。
	※必要に応じて竹取物語のワークシートを振り返させる。



７　指導と評価の計画（全９時間）
	次
	時
	学　習　内　容
	評　　価

	
	
	
	知
	思
	主
	評価規準・評価方法等

	一
	１
	・単元の流れを確認する。
・「竹取物語」について、既有知識を交流する。
・並行読書の本を選ぶ。
	
	
	
	

	二
	２
	・歴史的仮名遣いなどの古文の基本的な知識をもとに、冒頭を音読する。
・冒頭から、かぐや姫と翁・嫗の関係を読み取る。
　　　　［登場人物の心情］
・冒頭から、かぐや姫の不思議さを読み取る。

	
	
	
	〔知識・技能〕
本時は（３）アに基づいて学習状況を捉え指導を行うが、以降の評価に生かすための評価とする。


	
	３
４
	・「五人の貴公子」の場面から、登場人物の心情を読み取る。
［登場人物の心情］
	
	
	
	

	
	５
	・「かぐや姫の昇天」の場面から天人の人物像を読み取る。　［設定（登場人物）］
・かぐや姫や翁、帝の心情を読み取る。
	
	
	
	

	三
	６
	・「竹取物語」が持つ魅力を考えて、表現する。
・生徒同士で交流し、内容を深める。
	
	
	○
	〔思考・判断・表現〕
　ワークシート
本時は、Ｃ（１）ウに基づいて学習状況を捉え指導を行うが、以降の評価に生かすための評価とする。







〔主体的に学習に取り組む態度〕
□生徒の様子
・文章を読んで、粘り強く目的に応じて、場面と場面、場面と描写などを結び付けて、学習課題に沿って、自分の解釈したことをまとめようとしている。
　※６・７時間目を合わせて評価する。

	
	
	
	
	
	
	

	
	７
	・交流した内容をもとに、魅力の紹介文を書く。
	
	
	〇
	

	四
	８
	・並行読書で読んできた本の魅力を書く。
	
	○
	
	〔思考・判断・表現〕
　ワークシート
・場面と場面、場面と描写などを結び付けて、内容を解釈している。
※７・８時間目を合わせて評価する。

	
	９
	・並行読書の魅力を交流する。
・「竹取物語」と並行読書から読み取った魅力をもとに、物語の魅力を考え、共有する。
	〇
	
	
	〔知識・技能〕
□毎時間の振り返りシート、単元テスト、定期テスト
・音読に必要な文語のきまりを知り、古文を音読し、古典特有のリズムを通して、古典の世界に親しんでいる。








８　本時の学習
（１）本時の目標
前時までにおさえた内容をもとに「竹取物語」の魅力を様々な観点（登場人物の関係、設定、共感できる気持ちなど）から考え、自分の考えをまとめようとしている。
（２）学習の展開
	学習活動
	〇指導上の留意点
●「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手立て
	評価規準と評価方法

	１　前時の振り返りを行い、本時の目標を把握する。



２　これまで学習してきたことをもとに、自分なりの魅力を書く。

















３　グループで意見を交流する。


４　グループの意見を全体で発表する。

５　学習内容の整理をする


６　再度、自分なりの魅力を考える。

７　次時の内容を確認する。
	○本時の目標を確認し、前時の授業の振り返りをさせる。
「竹取物語」の魅力を、根拠を示しながら表現しよう。


発問①「竹取物語」で学習してきたそれぞれの場面には、どのようなものが表現されていたか。
【解答例】
・かぐや姫と翁・嫗　→　親子愛
・かぐや姫と五人の貴公子　→　人間の欲望、純粋な愛情
・かぐや姫と帝　→　叶わない恋

発問②学習してきた内容をもとに、自分なりの「竹取物語」の魅力を考えよう。
○三角ロジックを用いて、【魅力】と【根拠】と【理由】の３つをまとめさせる。
※最初に三角ロジックの書き方例を示す。
※【根拠】と【理由】は必ず２つ以上の場面から挙げるようにさせる。
※［登場人物の心情］、［設定］の観点から、自分なりの魅力と根拠を考える。
●考えることが難しい生徒には、これまで学習した内容を活用することを伝える。




活動①自分なりに考えた魅力を、グループ同士で共有する。
※【魅力】に対する【根拠】と【理由】を明確にしながら、各班で自分の意見を発表させる。

活動②グループの中で出た意見を、全体で発表して共有する。


〇教師は各班で出た意見をグループごとに分けて板書す　　る。
【登場人物の心情】、【設定】など

○三角ロジックや全体で出た意見をもとにして、「竹取物語」の魅力を文章で表現させる。

○次時は、並行読書で読んできた作品の魅力を紹介することを伝える。
	












〔主体的に学習に取り組む態度〕
　生徒の様子
・文章を読んで、粘り強く目的に応じて、場面と場面、場面と描写などを結び付けて、学習課題に沿って、自分の解釈したことをまとめようとしている。


〔思考・判断・表現〕
　ワークシート
本時は、Ｃ（１）ウに基づいて学習状況を捉え指導を行うが、以降の評価に生かすための評価とする。








（３）板書計画
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